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『学校経営研究』第 40巻 2015 
県で?校長をやった経験のある実績のある人を他県からスカウトする方が、ょっぽど良い学校経営
ができるだろうし、人材育成になっていくだろうっていう風に私は思っています。人材が不足し
ている自治体もあれば、不足していない自治体もある。そういうところをもっと柔軟に、校長の
登用の仕方として考えていくと、今たまたま若い人ばかりになってしまって、育てるほかなくな
った自治体でも、そういう人を持ってくれば何とかなってし¥く可能性があるんじゃなし¥かとも考
えています。いずれにしろ教育の専門性というものが教育行政においても学校経営においても、
もっと尊重されるような形での学校の自主性、自律性というものを先導していけるような研究的
な議論が、これから意識的に必要なんじゃなし、かなと思っています。
小島 浜田先生のお話の、府県を越えた採用のやり方が非常に面白いですよね。そのことを含め
て、 3点くらい私のこれからの学校のあり方とか、研究の方向性みたいなものを話したいと思う
んですけども、今の管理職なり女性管理職をどう考えるか、良い管理職をどのようにして育成す
るかというようなことに関わって、私はやはり選び方、任用の仕方みたいなものを変えていけば、
ずいぶん違ったものも出てくる。だから、もちろん条件を前提で付けたものではありますが、例
えば公募制だとか学校ごとの選び方とかが、日本ではあまりないので、すが外国で、は僕の知ってい
る摂りでは、結構そういうような方向性を取ってやっている。韓国は非常にはっきりそれを何年
か前からやりだしたんです。だから、そんなことをやりながら良い管理職を任用していくという
ようなことが必要ではなし、かと。これは、教員の任用でも同じだと私は思います。
第2に、そうした場合に管理職という言い方が普通に言われているのを、例えば校長について、
管理職と言わずに別な表現で呼んだらどうかと。イメージがわかなければ、具体的に校長につい
て。副校長とかは管理職でいいわけですが、 トップリーダーを管理職というのは企業経営では聞
いたことがない。 やはりスクールリーダーの概念が、今の文科省が考えるような概念ではダメな
んです。そうしづ意味で概念を丁寧に実態との絡みで概念化してし¥く作業とともに、良いスクー
ルリーダーをどう育成するかということを、政策協題なり、研究のテーマとしていく必要がある
かもしれないというのが一つで、すO リーダーシップ研究というのは相当進んで来たと思うのです
けれども、私はそこにスクールリーダーやスクールリーダーシッフというように、スクールとい
う言葉を付けることの意味をもう少し強調しても良いのではなし 1かと。教育専門職とか教育機関
ということをより明確にするものでもあるし、やはりそういうスクールリーダ一概念の再中帯築、
再定義が重要になってくる。仕事のしやすい、働きやすい、誇りを持てるような学校づくりをど
うしていったらいいのかということに関わって、スクールリーダーシップを、単にl融市jだと役割
とか、属性の問題としてのリーダーシップだけではなく、その個人のリーダーシップ、これは校
長でも教頭でもいいわけですが、そういうリーダーシッフ。の問題に注目する必要があるかもしれ
ない。とりわけ、そうしづ職制とかについていない人の、一人一人の意欲だとか、ポテンシャル
とかですね、あと参加意欲、というようなものに関心を持つようなスクールリーダーシップの定
義というか概念化というものをする必要があるんじゃないか。それを私は、セルフリーダーシッ
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